
 

2006 年 11 月 7 日 

独立行政法人 理化学研究所 

 

理化学研究所に対する国際的な外部評価委員会 

- 「第 6 回理化学研究所アドバイザリー・カウンシル（RAC）」の報告書について - 

 

◇ポイント◇ 

・理研の研究水準は世界最高峰の研究機関に匹敵 

・透明で裾野の広い統治の仕組を構築、研究所運営でも大きく前進 

・国際的な指導力発揮の時期に突入、「ブランド」の構築、国際的認知度などに期待 

 独立行政法人理化学研究所（野依良治理事長）の活動に対する、国際的な外部評価

委員会（第 6 回理化学研究所アドバイザリー・カウンシル（RAC））の議長ザック・

Ｗ・ホール教授（カリフォルニア再生医科学研究所・所長）からの評価結果が、理研

に提示されました。理研の研究の質が、世界最高峰の研究機関に匹敵し、科学の間口

の広さも十分などとした結果がまとめられました。 

 報告書では、「理研の研究の質は群を抜き、米国の国立衛生研究所（NIH）、イスラ

エルのワイツマン科学研究所、ドイツのマックス・プランク協会、英国の医学研究会

議（MRC）、フランスの国立研究機関 CNRS や INSERM などの世界トップクラスと

並ぶ」と評価しています。さらに研究所の経営改革についても、「野依理事長は強固

な助言委員会を組織し、“トップダウン”と“ボトムアップ”の管理をバランスよく組み

合わせた透明で裾野の広い統治の仕組みを作り上げた」と経営陣の主導で改革にも力

を発揮していると分析されています。 

 さらに、「理研が展開している日本の科学コミュニティに対して、次世代スーパーコン

ピューターなどの大型共用設備を提供するという新しい役割を支持する」との評価があ

る一方、「その利用に関する科学的戦略を慎重に立てる」ことの要請がありました。 

 こうした評価とともにさらに発展するための課題として、「国際的科学のコミュニ

ティで卓越性を示し、指導力を発揮する時期にきており、有能な人材を世界からリク

ルートする努力を強め、国際的な理研“ブランド”の構築、国際的認知度の増加、さら

にはアジアとの連携の強化などと取り組む必要性」が指摘され、また、研究基盤にお

いては、「“革新的科学の拠点”として成長させ、大学や他の研究機関との連携強化を

図ることも重要」と指摘されました。 

 第 6 回 RAC の報告書の全文は、ここから(英文本文 PDF：

http://www.riken.jp/engn/r-world/info/report/rac/pdf/6report.pdf・和文仮訳 PDF：

http://www.riken.jp/r-world/info/report/rac/pdf/6report_j.pdf)ダウンロードできま

す。 

 

 

1.背  景 

 独立行政法人理化学研究所は、自らの研究活動のレベルを知り、運営の評価をす

るために、特殊法人時代から個々の研究活動・研究プログラムごとの外部評価を進

めてきました。また、中央研究所や横浜研究所ゲノム科総合研究センターをはじめ



 

 

とする各研究組織の運営については、個別にアドバイザリー・カウンシル（AC）

を設けて助言を求めています。これに対し、RAC は、理研全体としての活動と運

営全般に対してレビューを行い、理事長へ提言を行うもので、理研はこの提言に対

する対応を検討・実践しながら、研究所運営に役立てています。 

 平成 5 年の第 1 回 RAC の後、平成 7 年、平成 10 年、平成 12 年と開催し、最近

の第 5回 RAC（平成 16年）では、理研の将来に対する科学的展望（Scientific Vision）

の構築、科学的展望に基づく科学的統治（Scientific governance）の実現、理事長

の役割の強化、技術移転の枠組の再点検といった点などについて提言を受けました。

これらの提言を受け、研究プライオリティー会議の強化、理研アドバイザリーボー

ドの創設を始めとする理事長へのアドバイザリー機能の強化、理事長裁量経費の創

設による理事長の役割の強化、平成 17年 4月の知的財産戦略センターの創設など、

その後の研究所運営に反映しています。 

 

2. 第 6 回 RAC について 

 今回の第 6回 RACは、平成 18年 6月 7日～9日の 3日間、東京都内で開催され、

多様な分野をカバーする国内外の世界的科学者が委員として参加しました（委員名

簿：別紙 1：第 6 回理化学研究所アドバイザリー・カウンシル委員名簿。 

 

 第 6 回の RAC では、１）前回の RAC 提言に対する理研の対応、２）理研の科

学研究の全体の質と国際的地位、３）理研が開発・運営している共用施設などの外

部研究コミュニティへの貢献度と今後の開発・運営計画、４）理研の国際的な認知

度と存在感を増し、グローバルな研究機関に改革する方策、の評価・助言を主要議

題としました。 

 

3. RAC 提言 

新たな提言の趣旨は、下記のとおりです。 

 

提言１ａ：科学と技術の強化 

 

・ 「発見と革新」というセンター及び研究所の中核使命を守り育てること。 

・ 研究所の方針やイニシアチブにより引き続き内部協力を支援・奨励すること。 

・ 専門家を増員するとともに、簡単にアクセスできる理研全体の総合データベ

ース、及び共通のデータスタンダード、データ公開方針を作り、理研のバイ

オインフォマティクスを強化すること。 

 

提言１ｂ：科学的統治の強化の継続 

 

・ 科学的優先順位を決める手続をさらに強化すること。 

・ 理研内の最高意思決定レベルで科学的価値観を強くかつ明解に表明すること。 

・ 外部のアドバイザリー･ボードを広げて大学や研究機関の代表も参加するよ

うにすること。 

 

提言 2：理研の科学系人材及び科学文化を充実させること 



 

 

 

・ 女性科学者、特に日本人女性科学者の採用増を目指す、先を見越した努力を

継続･強化すること。 

・ ジュニア及びシニアレベルで日本人以外の人材を採用する努力を継続すること。 

・ 理研全体で科学的事項や事務的事項の両方について英語の使用を増やすこと。 

・ 国際大学院の開設の可能性を含め、理研で受け入れる大学院生を増やす最適

な手段を検討すること。 

 

提言 3：社会に対する理研の貢献度を増すようにすること 

 

・ 医療機関との提携を拡大し、理研の発見したものをさらに治療に活かせるよ

うにすること。 

・ 引き続き技術移転を進め、理研の発見したものが、有用な製品や経済活動を

通じて社会に役立つようにすること。 

・ 一般市民に科学と理研について知ってもらう教育活動を拡充すること。 

・ 科学分野においてアジア諸国と連携関係を築くこと。 

 

提言 4：理研の認知度と国際的地位の向上  

 

・ 必要に応じて外部のコンサルタントや専門家を起用してコミュニケーション

を支援･拡大すること。 

・ 世界に向けて理研の認知度を高める努力を強化すること。 

・ 強力な理研「ブランド」を構築すること。 

・ 理事長が理研の国際大使として力を発揮すること。 

 

提言 5：理科系文化と人文系文化の交流の推進  

 

・ 理研の様々なセンターや研究所、キャンパスでコンサートや展覧会といった

文化的催しを推進すること。 

・ 科学の価値観や実際について、又好奇心や美学、「日々の生活や宇宙の意味や

構造を明らかしたい」という欲望など、人間的な価値観を満足させる「人間」

事業としての科学について、もっと広く日本の文化層を啓蒙する構想を継続する

こと。 

 

4. 今後の期待 

 理研は、今回報告された数々の提言を真摯に受け止め、出来るだけ迅速に対応策

を検討し、年度内には RAC に対して報告する予定です。こうした検討結果を当研

究所の今後の組織運営に適切に反映させ、更なる発展を目指していきます。 

 



 

 

（問い合わせ先） 

独立行政法人理化学研究所 経営企画部評価推進課 

前川 治彦 

Tel : 048-467-9249 / Fax : 048-467-8091 

 

（報道担当） 

独立行政法人理化学研究所 広報室 報道担当 

Tel : 048-467-9272 / Fax : 048-462-4715 

Mail : koho@riken.jp 



 

 

（別紙 1） 

第 6 回理化学研究所アドバイザリー・カウンシル委員名簿 

 

Dr. Zach W. Hall (Chair, RAC: Former Chair, BSAC) 

President, California Institute for Regenerative Medicine 

カリフォルニア再生医科学研究所 所長  

Dr. Yuan Tseh Lee（李遠哲） (Vice-Chair, RAC) 

President, Academia Sinica 

台湾中央研究院 総裁  

Dr. Max D. Cooper 

(Chair, Research Center for Allergy and Immunology Advisory Council [AIAC]) 

Investigator, Howard Hughes Medical Institute 

The University of Alabama at Birmingham 

アラバマ大学バーミングハム校ハワード・ヒューズ医学研究所 研究監督  

Dr. Henrry G. Friesen (Former Chair, RAC) 

Senior Fellow/Distinguished Professor Emeritus 

Center for the Advancement of Medicine, the University of Manitoba 

カナダ マニトバ大学 特別名誉教授  

Dr. Hidetoshi Fukuyama （福山秀俊） 

(Chair, Institute Laboratories Advisory Council [ILAC]) 

Professor 

Department of Applied Physics, Faculty of Science, Tokyo University of Science 

東京理科大学 理学部 応用物理学科 教授  

Dr. Sydney Gales 

(Chair, RIKEN Nishina Center for Accelerator Based Science Advisory Council [RNAC]) 

Director, GANIL (Grand Accelerateur National D’Ions Lourds) 

フランス 国立重イオン加速器研究所 所長  

Dr. Mitiko Go （郷 通子） 

President, Ochanomizu University 

国立大学法人 お茶の水女子大学 学長  

Dr. Sten Grillner  

(Member, Brain Science Institute Advisory Council [BSAC]) 

Professor and Chairman 

Department of Neuroscience, Karolinska Institutet 

スウェーデン カロリンスカ研究所 神経科学科 教授  



 

 

Dr. Wilhelm Gruissem 

(Chair, Plant Science Center Advisory Council [PSAC]) 

Professor, Swiss Federal Institute of Technology Zurich 

スイス連邦工科大学 教授  

Dr. Shigehiko Hasumi （蓮實 重彦） 

Professor Emeritus/Former President, the University of Tokyo 

元東京大学総長、東京大学名誉教授  

Dr. Yoshiki Hotta （堀田 凱樹）【欠席】 

(Chair, Center for Developmental Biology Advisory Council [DBAC])  

President, Research Organization of Information and Systems, Japan 

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 機構長  

[代理] 

Dr. Yo-ichi Nabeshima （鍋島陽一） 

(Member, Center for Developmental Biology Advisory Council [DBAC] ) 

Professor, Department of Pathology and Tumor Biology 

Graduate School of Medicine/Faculty of Medicine, Kyoto University 

京都大学大学院 医学研究科 教授  

 

Dr. Tim Hubbard (Chair, Genomic Science Center Advisory Council [GSAC]) 

Head, Human Genome Analysis Group 

Wellcome Trust Sanger Institute 

ウエルカム・トラスト・サンガー研究所 ヒトゲノム解析グループ統括部長  

Dr. Toshiaki Ikoma （生駒俊明） (Former Chair FRAC) 

Director-General 

Center for Research and Development Strategy, Japan Science and Technology 

Agency 

独立行政法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター長  

Dr. Hiroo Imura （井村裕夫） 

Chairman, Foundation for Biomedical Research and Innovation 

Counselor to the President, Japan Science and Technology Agency 

財団法人先端医療振興財団 理事長 

独立行政法人科学技術振興機構 顧問  

Dr. Geraldine A. Kenney-Wallace【欠席】 

Director, Group e-Strategy, Learning & Information Technology 

City & Guilds of London Institute 

英国シティー・アンド・ギルズ インターネット戦略学習部長  



 

 

Dr. Mark Lathrop (Chair, SNP Research Center, Advisory Council [SRAC]) 

Director General, Center National de Genotypage 

フランス国立遺伝子センター センター長  

Dr. Yoshitaka Nagai （永井克孝） 

(Chair, BioResource Center Advisory Council [BRAC]) 

Professor Emeritus, The University of Tokyo 

東京大学 名誉教授  

Dr. Tairo Oshima （大島泰郎） 

(Chair, RIKEN SPring-8 Center Advisory Council [RSAC])) 

Director, Institute of Environmental Microbiology, Kyowa Kako Co., Ltd. 

共和化工株式会社 環境微生物学研究所 所長  

Dr. Yoshihito Osada （長田義仁） (Chair, Frontier Research System Advisory Council 

[FRAC]) 

Executive, Vice President 

Professor of Graduate School of Science 

Division of Biological Sciences, Graduate School of Science 

Hokkaido University 

国立大学法人 北海道大学 理事、副学長  

Dr. Guy Ourisson【欠席】 

Professor, Louis Pasteur University, Strasbourg 

Former President of the French Science Academy 

フランス ルイ・パスツール大学 教授 

フランス科学アカデミー 前会長  

Dr. Hans L. R. Wigzell【欠席】 

Professor, Karolinska Institutet 

スウェーデン カロリンスカ研究所 教授  

Dr. Paul Williams 

Former Chairman and Chief Executive 

Council for the Central lab. of the Research Councils 

イギリス研究会議中央研究所元議長  


